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人 権 身 の 上 相 談

い ま、あなたがお かれている職
場や家庭環境で、あな たの人権が
おか されていると思ったときは、
どんなことでもご相談ください。
人権擁護委員などが、ご 相談に応
じます。毎月第三金曜日午後1 時
～4 時　区役所区民相談室。

人 口 調 べ

( 昭和45年11月1 日現在)
世 帯　　　　179, 047

男　　　　294, 635
女　　　　281, 404

計　　　　576, 039

( 前月 より420 人増加)

昭
和
四
十
六
年
度

保
育
園
児
を
募
集
し
ま
す

1
月
1
1
日
～
3
0
日

区
福
祉
事
務
所
で

区
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
に
入

園
の
保
育
園
児
を
募
集
し
ま
す
。
ご
希

望
の
か
た
は
、
次
の
要
領
に
よ
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
間

昭
和
四
十
六
年
一
月
十
一
日
(
月
)

か
ら
一
月
三
十
日
(
土
)
ま
で
。

申
し
込
み
場
所

あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
区
域
を
所
管

す
る
福
祉
事
務
所
へ
直
接
お
い
で
く
だ

さ
い
。

足
立
福
祉
事
務
所
(
千
住
柳
町
一
二
―

五
)
　
八
八
八
―
三
一
四
一

中
部
福
祉
事
務
所
(
関
原
二
丁
目
一
〇

―
一
〇
)
　
八
八
九
―
一
四
八
一

東
部
福
祉
事
務
所
(
東
綾
瀬
一
丁
目
五

―
一
七
)
　
六
〇
五
―
七
一
〇
一
　

持
参
す
る
も
の

昭
和
四
十
五
年
度
特
別
区
民
税
額
の

わ
か
る
も
の
(
例
―
課
税
証
明
書
、
特

別
徴
収
通
知
書
、
納
税
通
知
書
な
ど
)

◇
昭
和
四
十
五
年
分
所
得
税
の
わ
か
る

も
の
(
例
―
源
泉
徴
収
票
)
な
お
、
申

告
納
税
の
か
た
は
、
四
十
四
年
分
の
確

定
申
告
書

◇
昭
和
四
十
五
年
度
固
定
資
産
税
額
の

わ
か
る
も
の
(
土
地
、
家
屋
を
お
持
ち

の
か
た
)

◇
印
か
ん

区
立
保
育
園

日
の
出
町
(
日
ノ
出
町
)
　
千
住
(
千

住
元
町
)
　

緑
町
(
千
住
緑
町
二
丁
目
)

新
田
わ
か
ば
(
新
田
三
丁
目
)
　

第

二
新
田
(
新
田
一
丁
目
)
　
五
反
野
(
足

立
二
丁
目
)
　

若
松
町
(
中
央
本
町
二

丁
目
)
　

中
央
本
町
(
中
央
本
町
四
丁

目
)
　

綾
瀬
(
青
井
三
丁
目
)
　

東
部
(

東
綾
瀬
一
丁
目
)
　

東
綾
瀬
(
東
綾

瀬
二
丁
目
)
　

東
谷
中
(
東
谷
中
町
)

神
明
町
(
神
明
町
)
　

花
畑
(
花
畑

町
)
　

北
保
木
間
(
保
木
間
町
)
　

南

保
木
間
(
保
木
間
町
)
　

東
栗
原
(
東

栗
原
町
)
　

竹
の
塚
(
竹
の
塚
三
丁

目
)
　

竹
の
塚
北
(
竹
の
塚
七
丁
目
)
　

伊
興
(
伊
興
町
本
町
)
　

西
新
井
(

西
新
井
二
丁
目
)
　

興
本
(
西
新
井

本
町
四
丁
目
)
　

島
根
あ
お
ば
(
島
根

四
丁
目
)
　

中
部
(
関
原
二
丁
目
)
　

第
二
本
木
(
本
木
町
四
丁
目
)
　

北
宮

城
(
江
北
一
丁
目
)
　

上
沼
田
(
江
北

四
丁
目
)
　

第
二
上
沼
田
(
江
北
四
丁

目
)
　

第
三
上
沼
田
(
上
沼
田
町
)
　

谷
在
家
(
谷
在
家
町
)

私
立
保
育
園

三
星
(
宮
城
一
丁
目
)
　

新
田
(
新

田
二
丁
目
)
　

子
ひ
ば
り
(
足
立
二
丁

目
)
　
高
和
(
足
立
四
丁
目
)
　

隅
田

学
園
(
中
川
四
丁
目
)
　

大
住
学

園
(

大
谷
田
一
丁
目
)
　

チ
ェ
リ
ー
(
下

谷
中
町
)
　

渕
江
(
竹
の
塚
二
丁
目
)
　

清
水
(
西
新
井
四
丁
目
)
　

西
新
井

教
会
(
西
新
井
本
町
一
丁
目
)
　

足
立

小
鹿
学
園
(
西
新
井
本
町
一
丁
目
)
　

興
野
(
西
新
井
本
町
四
丁
目
)
　

島
根
(

梅
島
三
丁
目
)
　

本
木
親
隣
館
(
梅

田
四
丁
目
)
　

う
め
だ
子
供
の
家
(
梅

田
七
丁
目
)
　

い

づ
み
(
関
原
一
丁

目
)
　

ひ
ま
わ
り
(
関
原
三
丁
目
)
　

江
北
(
江
北
三
丁
目
)
　

江
北
学

園

(
江
北
三
丁
目
)
　

聖
母
の
さ
ゆ

り
(

東
和
四
丁
目
)

新
設
の
「
梅
田
保
育
園
」も

区
で
は
、
現
在
、
梅
田
四
丁
目
一
番

に
「
梅
田
保
育
園
」(
仮
称
)
を
建
設

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
保
育
園
に
入
園

す
る
園
児
も
、
一
般
の
保
育
園
児
募
集

期
間
中
に
募
集
し
ま
す
。

こ
の
保
育
園
の
完
成
は
、
昭
和
四
十

六
年
三
月
末
の
予
定
で
す
が
、
開
園
日

は
確
定
し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

谷中一・二丁目住居表示図

谷在家―・二丁目、江北六・七丁目、西新井七丁目

第
二
十
一
次
住
居
表
示
の
予
告

「谷
中
」「上
沼
田
」地
区
に

区
で
は
、
次
の
二
つ
の
地
区
に
第
二

十
一
次
の
住
居
表
示
を
行
な
い
ま
す
。

実
施
は
、
昭
和
四
十
六
年
五
月
一
日
か

ら
の
予
定
で
す
。

▼
谷
中
地
区

対
象
町
名
=
東
谷
中
町
・
下
谷
中
町

・
普
賢
寺
町
の
各
全
域
。
上
谷
中
町
・

東
加
平
町
・
北
三
谷
町
・
大
谷
田
町
の

各
一
部
区
域
。

新
町
名
=
「
谷
中
一
丁
目
」
・
「
谷

中
二
丁
目
」

な
お
、
既
に
住
居
表
示
の
実
施
さ
れ

て
い
る
「
綾
瀬
六
丁
目

」
・
「
綾
瀬
七

丁
目
」
・
「
加
平
一
丁
目
」
へ
編
入
す

る
区
域
の
住
居
表
示
も
、
同
時
に
行
な

い
ま
す

▼
谷
在
家
・
上
沼
田
地
区

対
象
町
名
=
谷
在
家
町
・
上
沼
田
町

・
高
野
町
・
西
新
井
町
・
北
宮
城
町
・

北
堀
之
内
町
・
北
鹿
浜
町
の
各
一
部
区

域
。新

町
名
=
「
谷
在
家
一
丁
目
」
・
「

谷
在
家
二
丁
目
」
、「
西
新
井
六
丁
目

」

「
江
北
六
丁
目

」
・
「
江
北
七
丁
目

」

新
町
名
・
番
号
の
通
知
は

三
月
中
旬
頃
郵
送
し
ま
す

こ
の
対
象
と
な
る
世
帯
へ
は
、
新
し

い
住
居
表
示
番
号
の
通
知
は
が
き
を
昭

和
四
十
六
年
三
月
中
旬
頃
発
送
し
ま
す

住
居
表
示
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
区
民
部
住
居
表
示
課
へ
。

青
少
年
の
非
行
化
防
止

愛
情
と
理
解
が
い
ち
ば
ん

月
に
一
度
は
親
子
で
話
し
合
い
を

年
末
と
も
な
り
ま
す
と
、
警
察
に
補

導
さ
れ
る
少
年
・
少
女
が
め
だ
っ
て
ふ

え
て
き
ま
す
。
特
に
、
昨
年
十
二
月
都

内
で
補
導
さ
れ
た
犯
罪
少
年
(
十
四
歳

～
十
九
歳
)
や
触
法
少
年
(
六
歳
～
十

三
歳
)
の
う
ち
で
、
窃
盗
犯
が
め
だ
ち
、

暴
行
や
傷
害
・
恐
か
つ
な
ど
の
粗
暴
犯

も
ふ
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
、
足
立
区
内
の
状
況
に
つ
い

て
み
て
み
ま
す
と
、
こ
と
し
一
月
か
ら

十
月
ま
で
に
少
年
犯
罪
が
七
四
七
件
、

触
法
少
年
犯
罪
が
二
七
八
件
も
あ
り
ま

し
た
。

年
齢
別
で
は
、
十
五
・
十
六
歳
お
よ

び
十
三
歳
に
多
く
、
そ
の
動
機
別
で
は

こ
ず
か
い
銭
欲
し
さ
(
触
法
少
年
)

、

悪
友
の
影
響
・
で
き
心
・
家
庭
の
放
任
(

以
上
犯
罪
少
年
)
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
犯
罪
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
商
店
な
ど
の
歳
末
大
売
出
し

の
混
雑
に
ま
ぎ
れ
て
行
な
わ
れ
る
場
合

が
多
く
、
か
つ
集
団
化
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
区
内
に
は
約
七
万
人
ほ
ど
の

小
・
中
学
生
が
い
ま
す
が
、
犯
罪
少
年

は
こ
の
う
ち
の
わ
ず
か
な
人
数
で
す
。

し
か
し
、
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
が
、
絶

対
に
非
行
に
走
ら
な
い
と
は
い
い
き
れ

ま
せ
ん
。

人
間
と
し
て
だ
い
じ
な
成
長
期
に
あ

る
少
年
期
に
は
、
何
よ
り
も
「
家
庭
の

あ
た
た
か
い
愛
情
」
が
必
要
で
す
。

し
ご
と
や
商
売
の
忙
し
い
中
で
も
、

わ
が
子
に
対
す
る
思
い
や
り
を
、
忘
れ

な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

第

三

日

曜

は

家

庭

の

日

区
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
重

点
区
政
の
一
つ
と
し
て
推
し
進
め
て
い

ま
す
が
、
「
毎
月
第
三
日
曜
日
は
家
庭

の
日
」
と
し
て
、
そ
の
実
践
を
区
民
の

み
な
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

世
間
で
は
、
よ
く
「
親
と
子
」
あ
る

い
は
「
世
代
間
」
の
断
絶
時
代
な
ど
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
場
合
、

お
互
い
の
立
場
・
考
え
方
を
理
解
し
合

う
機
会
や
努
力
不
足
の
結
果
に
よ
る
よ

う
で
す
。

あ
な
た
の
家
で
も
、
さ
っ
そ
く
今
月

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

少
年
な
ん
で
も
相
談

お
子
さ
ん
の
こ
と
で
、
お
悩
み
の
か

た
は
、
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
シ
ン
ナ
ー
の
乱
用
や

友
だ
ち
関
係
、
性
格
な
ど
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
内
容
の
秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ
料

金
は
無
料
で
す
。

な
お
、
専
門
の
職
員
に
よ
る
科
学
的

な
検
査
や
性
格
判
断
な
ど
も
行
な
い
、

適
切
な
助
言
、
指
導
も
し
ま
す
。

▽
浅
草
少
年
セ
ン
タ
ー
(
台
東
区
浅
草

二
丁
目
二
八
―
一
九
)

八
四
四
―
〇
〇
四
六

み
ん
な
明
る
い
お
正
月
を

足
立
区
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動

足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会
(
会
長
岡
崎
十
止
雄
区
長
)
で
は
、
区

の
後
援
に
よ
り
「
足
立
区
歳
末
た
す
け
あ
い
」
運
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
募
金
は
、
生
活
保
護
世
帯
や
入
院
患
者
、
老
人
ホ

ー
ム
等
の
め
ぐ
ま
れ
な
い
か
た
た
ち
に
贈
ら
れ
ま
す
。
区
民
の
み

な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
を
お
受
け
す
る
と
こ
ろ

○
区
社
会
福
祉
協
議
会
(
足
立
福
祉
事
務
所
内
)

八
八
八
―
三
一
四
一

〇
区
役
所
福
祉
課
(
本
庁
舎
二
階
)

控除範囲ひろがる

―所得税の障害者控除―

こ
の
ほ
ど

所
得
税
法
の

改
正
に
よ
り

六
十
五
歳
以

上
の
お
と
し

よ
り
で
、
老

年
痴
呆
(
老

齢
ボ
ケ
)

、

失
禁
(
大
小

便
の
し
ま
つ

が
自
分
で
で

き
な
い
)

、

老
衰
や
寝
た
き
り
な
ど
の
障
害
の
あ
る

か
た
も
、
所
得
税
の
「
障
害
者
控
除
」

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
控
除
を
受
け

る
に
は
、
福
祉
事
務
所
長
の
「
認
定
」

が
必
要
で
す
の
で
あ
な
た
の
住
む
地
区

を
所
管
す
る
福
祉
事
務
所
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

児
童
手
当
金
を
振
込
み

十
一
月
期
支
給
の
児
童
手
当
金
は
、

あ
な
た
の
指
定
し
た
銀
行
・
信
用
金
庫

等
の
預
金
口
座
に
、
十
一
月
三
十
日
に

振
込
み
ま
し
た
。

預
金
通
帳
と
資
格
証
を
も
っ
て
、
あ

な
た
の
指
定
し
た
銀
行
等
の
窓
口
に
ゆ

き
、
あ
な
た
の
預
金
通
帳
に
記
入
し
て

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
金
の
通
知
は
、
特
に
し
ま

せ
ん
か
ら
、
期
日
(
七
月
・
十
一
月
・

三
月
の
各
末
日
)
が
き
ま
し
た
ら
、
指

定
の
窓
口
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

(
区
役
所
厚
生
部
児
童
係
)

納
付
は
お
早
め
に

国
民
年
金
の
か
け
金
(
十
・
十
一
・

十
二
月
分
)
の
納
付
書
を
お
送
り
し
ま

し
た
。
も
し
、
加
入
者
の
か
た
で

、
お

手
も
と
に
届
い
て
い
な
い
か
た
は
、
至

急
、
区
役
所
国
民
年
金
課
検
認
係
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
再
発
行
し
ま
す
。

な
お
、
か
け
金
の
納
付
は
、
納
付
書

に
よ
り
、
銀
行
か
信
用
金
庫
等
、
ま
た

は
郵
便
局
へ
お
納
め
く
だ
さ
い
。

成
人
に
な
ら

れ
る
か
た
へ

区
で
は
、
例
年
の
と
お
り
昭
和
四
十

六
年
一
月
十
五
日
に
「
成
人
式
」
を
行

な
い
ま
す
。

今
回
こ
れ
に
該
当
さ
れ
る
か
た
は
昭

和
二
十
五
年
一
月
十
六
日
か
ら
昭
和
二

十
六
年
一
月
十
五
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
か
た
で
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
該
当
者

あ
て
、
年
賀
状
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

■

趣

味

の

教

室

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
東
綾
瀬
一
丁
目
五
―
一
七
)
で
は
、

次
の
よ
う
な
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
た
「
教
室
」
を
開
き
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
申
込
み
は
直
接
セ
ン
タ
ー
事
業
係
へ
。

六
〇
五
―
七
一
〇
一
　
(

月
曜
日
は
休
館
日
で
す
)

版
画
教
室
《
年
賀
状
》
　
日
時
―
十
二
月
十
二
日
(
土
)
午
前
十
時

講
師
―
久
保
勝
哉
氏

美
容
教
室
《
お
正
月
の
晴
れ
着
の
着
付
》
　
日
時
―
十
二
月
八
日
(

火
)
午
後
一
時
　
講
師
―
こ
と
ぶ
き
会
美
容
部
　
(

着
物
持
参
)

手
芸
教
室
《
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
縫
い
ぐ
る
み
》
　
日
時
―
十
二

月
九
日
(
水
)
午
前
十
時
　
講
師
―
西
村
な
お
み
氏
　
材
料
費
―
二

五
〇
円

料
理
教
室
《
盛
合
せ
前
菜
=
お
せ
ち
料
理
》
　
日
時
―
十
二
月
九

日
(
水
)
午
後
一
時
三
〇
分
　
講
師
―
増
田
幸
永
氏

音
楽
教
室
《
コ
ー
ラ
ス
》
　
日
時
―
十
二
月
九
日
(
水
)
午
後
三

時
　
講
師
―
池
田
輝
樹
氏

生
花
教
室
《
古
流
》
　
日
時
―
十
二
月
十
日
(
木
)
午
前
十
時
　

講
師
―
岩
佐
マ
チ
氏
　
材
料
費
―
五
〇
〇
円
　
(

ハ
サ
ミ
持
参
)

文
学
教
室
《
大
鏡
》
　
日
時
―
十
二
月
十
日
(
木
)
午
後
一
時
三

〇
分
　
講
師
―
阿
川
昔
氏

ク
リ
ス
マ
ス
こ
ど
も
会

日
時
―
十
二
月
二
十
日
(
日
)
午
前
十
時
・
午
後
一
時
(
二
回
)

内
容
―
楽
し
い
ゲ
ー
ム
/
歌
と
合
奏
/
影
絵
/
無
言
劇
/
舞
踊
/

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
/
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
/
長
編
マ
ン
ガ
映
画
「
空
飛
ぶ

ゆ
う
れ
い
船
」
　
参
加
対
象
―
小
・
中
学
生

■

楽

し

い

こ

ど

も

の

集

い

中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
関
原
二
丁
目
一
〇
―
一
〇
)
で
は
、

次
の
よ
う
な
「
こ
ど
も
の
た
め
の
楽
し
い
集
い
」
を
催
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。(
月
曜
日
は
休
館
日
)

八
八
九
―
一
四
八
一

ス
ラ
イ
ド
映
写
会
《
絵
の
な
い
絵
本
/
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
/
海

底
大
陸
》
　
日
時
―
十
二
月
十
二
日
(
土
)
午
後
二
時

映
画
会
《
雪
だ
る
ま
の
使
い
/
小
人
と
青
虫
/
ト
ン
チ
坊
や
と
王

様
》
　
日
時
―
十
二
月
十
三
日
(
日
)
午
後
一
時
三
〇
分

器
楽
演
奏
発
表
会
　
日
時
―
十
二
月
二
十
日
(
日
)
午
前
十
時

科
学
宇
宙
教
室
《
冬
の
星
座
》
　
日
時
―
十
二
月
九
日
・
十
二
日

・
十
六
日
・
十
九
日
・
二
十
三
日
・
二
十
六
日
　
水
曜
日
―
午
後
三

時
・
土
曜
日
―
午
後
二
時

ク
リ
ス
マ
ス
会
　
日
時
―
十
二
月
二
十
日
(
日
)
午
後
一
時
　

映
画
《
怪
獣
大
戦
争
》
/
楽
器
演
奏
/
手
品
/
そ
の
他
　
参
加
対
象

―
小
・
中
学
生
　
(

参
加
無
料
)

■
新
足
立
音
頭
の
舞
踊
練
習
会

区
観
光
協
会
で
は
、
先
に
選
定
し
ま
し
た
新
足
立
音
頭
の
「
舞
踊

練
習
会
」
を
次
の
よ
う
に
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

第
一
回
練
習
会
　
日
時
―
十
二
月
九
日
(
水
)
午
後
一
時
三
〇
分
～

三
時
三
〇
分
　
場
所
―
区
産
業
振
興
館
ホ
ー
ル
(
区
役
所
隣
り
)

第
二
回
練
習
会
　
日
時
―
十
二
月
十
日
(
木
)
午
後
一
時
三
〇
分
～

三
時
三
〇
分
　
場
所
―
区
青
年
館
(
東
武
線
「
大
師
前
駅
」
前
)

申
込
み
先
―
参
加
ご
希
望
の
か
た
は
、
当
日
午
前
中
ま
で
に
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
次
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
足
立
区
観
光
協
会
事
務
局
(
区
役
所
内
)
　

八
八
二
―
一
一
一
一

■ 区役所の電話882―1111　第二庁舎886- 3165　 足立福祉事務所888- 3141　 東部福祉事務所605- 7101　 中部福祉事務所889―1481
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環
境
づ
く
り
区
民
大
会

新
生
活
や
交
通
・
公
害
問
題
を
討
議

優
良
実
践
団
体
な
ど
も
表
彰

区
で
は
、
区
民
の
み
な
さ
ん
と
協
力

し
て
「
新
生
活
運
動
」
を
展
開
し
、
明

る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
去
る
十

一
月
十
四
日
区
産
業
振
興
館
に
て
「
足

立
区
環
境
づ
く
り
区
民
大
会
」
を
開
き

ま
し
た
。

当
日
は
、
各
地
区
の
新
生
活
運
動
実

践
者
や
一
般
区
民
の
か
た
な
ど
約
五
百

人
が
集
ま
り
、
討
論
や
コ
ー
ラ
ス
・
交

通
安
全
ク
イ
ズ
、
お
よ
び
こ
の
運
動
の

功
労
者
の
表
彰
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。特

に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
「
新
生
活
運
動
は
い
か
に
あ
る

べ
き
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
討
論
が
行

な
わ
れ
、
活
発
な
意
見
の
交
換
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の
お
も
な
意
見
を
ひ
ろ
っ

て
み
ま
す
と
、
「
新
生
活
は
、
身
近
な

小
さ
い
こ
と
か
ら
始
め
る
の
が
よ
い
」

と
か
、
「
交
通
安
全
・
事
故
防
止
は
、

ま
ず
運
転
者
の
健
康
管
理
が
重
要
」
、

「
公
害
問
題
に
つ
い
て
は
、
町
会
・
自

冶
会
に
も
公
害
部
を
設
け
、
幅
広
い
住

民
運
動
と
し
て
防
止
活
動
を
盛
り
上
げ

て
ゆ
き
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
各
種
活
動
の
功
労
者
、
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
者
名
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。(
順
不
同
。
敬
称
は
略
し
ま
す
)

新
生
活
運
動
優
良
推
進
委
員

青
木
房
吉
　
飯
島
松
治
　
飯
沼
文
子

鴨
下
喜
助
　
高
崎
す
み
　
羽
住
き
み

子
　
弘
田
晋
也
　
茂
出
木
市
蔵
　
茂
出

木
庄
輔
　
吉
田
三
郎

新
生
活
優
良
実
践
団
体

千
住
本
町
五
町
会
連
絡
会
　
柳
原
西

町
会
　
西
新
井
町
会
婦
人
部
　
舎
人
二

谷
振
興
会
　
本
木
一
・
二
丁
目
婦
人
連

合
会
　
宮
城
町
会
　
上
沼
田
町
会
　
島

根
町
会
　
第
三
出
張
所
管
内
婦
人
連
絡

会
　
北
増
田
橋
町
会
　
長
門
東
西
地
区

旭
町
北
主
婦
の
会
　
大
谷
田
隅
田
婦

友
会
　
青
井
四
丁
目
都
住
連
合
会
　
梅

田
通
町
会
婦
人
部
　
伊
興
地
区
新
生
活

運
動
実
践
部
　
第
五
出
張
所
管
内
町
会

連
合
会
　
千
住
仲
町
自
治
会
　
旭
公
園

を
愛
す
る
会
　
第
八
出
張
所
地
区
自
治

会
連
絡
会
　
新
田
自
治
会
　
高
砂
町
会

婦
人
部
　
西
綾
瀬
町
会
　
蒲
原
自
治
会

栗
原
第
一
都
住
会
　
梅
田
生
活
学
校

島
根
生
活
学
校
　
中
川
地
区
生
活
学

校
　
伊
興
地
区
生
活
学
校
　
千
住
生
活

学
校
　
か
お
り
生
活
学
校
　
第
七
地
区

生
活
学
校

新
生
活
地
区
優
良
推
進
員

会
田
久
雄
　
池
田
ま
つ
　
石
井
キ
ヨ

石
田
や
い
　
宇
田
川
房
野
　
内
田
浜

子
　
大
越
ツ
ヤ
子
　
奥
山
芳
夫
　
加
藤

テ
ル
　
金
坂
よ
し
枝
　
　河
合
イ
エ
　
川

合
幸
堆
　
北
村
与
三
郎
　
鯨
井
さ
わ

葛
原
き
よ
　
栗
田
キ
ヨ
　
小
泉
ゑ
い

小
板
橋
作
蔵
　
小
島
勘
一
郎
　
小
林
た

み
子
　
小
宮
志
知
子
　
小
山
林
子
　
佐

竹
富
江
　
佐
藤
鞆
　
佐
藤
春
雄
　
塩
谷

琴
　
篠
原
利
夫
　
渋
谷
儀
次
郎
　
嶋
田

た
つ
　
菅
又
と
き
　
杉
山
信
夫
　
鈴
木

よ
ね
　
関
原
庄
蔵
　
外
山
ツ
ネ
　
高
橋

仲
子
　
高
橋
マ
チ
子
　
西
村
き
ぬ
子
　

野
尻
勝
三
　
馬
場
か
く
　
原
田
直
　
原

田
光
子
　
春
田
幸
男
　
日
南
田
年
男
　

広
川
み
江
子
　
藤
沢
ゆ
ち
　
堀
之
内
く

ら
　
前
田
ヤ
ス
　
増
田
八
重
子
　
町
田

幸
子
　
松
本
知
子
　
三
上
金
太
郎
　
宮

井
キ
ヌ
エ
　
村
上
鶴
吉
　
森
田
千
代
子

矢
ノ
倉
仁
介
　
山
崎
キ
ン
　
横
田
み

ゑ
子
　
竹
内
光
子
　
竹
内
盛
太
郎
　
田

中
欣
次
　
丹
野
美
知
枝
　
鶴
岡
み
ち

遠
山
リ
ン

生
活
学
校
優
良
メ
ン
バ
ー

浅
井
か
つ
子
　
稲
生
て
る
　
岩
井
は

な
　
大
久
保
珠
枝
　
大
島
勝
子
　
小
原

サ
ト
　
桂
富
美
子
　
加
藤
美
勢
　
小
久

保
八
重
子
　
小
島
貞
子
　
斎
藤
は
つ

佐
久
間
つ
る
　
佐
々
木
藤
江
　
佐
藤
菊

江
　
清
水
と
よ
子
　
清
水
貞
子
　
杉
本

き
み
子
　
鈴
木
幸
江
　
瀬
田
貞
子
　
田

中
ふ
く
　
西
沢
美
江
子
　
堀
マ
サ
子

若
林
ふ
み

交
通
安
全
功
労
者

《
団
体
の
部
》
　
千
住
曙
町
自
治
会

干
住
東
二
丁
目
自
治
会
　
千
住
関
屋

町
自
治
会
　
千
住
五
丁
目
町
会
　
千
住

大
川
町
西
町
会
　
八
千
代
町
育
成
会

本
木
三
丁
目
南
町
会
　
都
住
宅
供
給
公

社
興
野
町
住
宅
自
治
会
　
梅
田
通
町
町

会
　
古
千
谷
母
の
会
　
伊
興
北
町
会

外
ケ
原
町
会
　
大
谷
田
隅
田
自
治
会

弘
道
一
丁
目
町
会
　
新
田
小
学
校
P
T
A
　

東
綾
瀬
自
治
会
　
千
住
交
通
安
全

協
会
柳
原
西
町
会
支
部
　
千
住
交
通
安

全
協
会
東
町
支
部
　
千
住
交
通
安
全
協

会
大
川
町
東
支
部
　
西
新
井
交
通
安
全

協
会
梅
田
本
町
支
部
　
西
新
井
交
通
安

全
協
会
足
立
交
通
道
徳
会
支
部
　
弥
生

小
学
校
P
T
A
　
社
会
浄
化
あ
さ
ひ
会

竹
の
塚
幼
稚
園
　
渕
江
第
一
小
学
校
P
T
A

西
新
井
第
二
小
学
校
区
内
交

通
環
境
対
策
協
議
会

《
個
人
の
部
》
　
渡
辺
幸
二
郎
　
常

深
彖
二
　
蜂
巣
新
一
　
近
藤
喜
久
雄

小
林
清
次
　
嶋
田
儀
一
　
梶
野
藤
松

秋
山
孝
一
　
渡
辺
日
出
男
　
冨
田
次
郎
　

原
田
永
寿
　
遠
藤
平
次
　
木
村
繁
吉
　

藤
田
長
四
郎
　
木
島
仁
三
郎
　
宮
崎

さ
と
い
　
鳥
海
里
ん
　
高
崎
す
み
　
矢

部
武
夫
　
柳
沢
長
吉
　
山
崎
賢
一
　
長

沼
渼
根
　
浜
野
富
蔵
　
藤
波
伝
　
天
田

義
昭
　
川
島
博
　
伊
原
光
一
　
弘
田
晋

也
　
横
田
宗
亀
千
　
山
形
茂
　
村
上
政

七
　
佐
野
寛
　
今
橋
幸
一
　
高
橋
要
蔵

桜
井
実
　
鈴
木
福
太
郎
　
佐
々
木
伸

佐
山
捷
　
角
田
喜
次
郎
　
米
川
義
雄

外
山
督
次
郎
　
岩
田
末
吉
　
江
連
清

正
　
今
井
利
右
衛
門
　
瀬
田
正
治
　
井

上
英
夫
　
山
岸
昇
　
牛
込
正
城
　
塩
野

谷
利
喜
次

昭
和
四
十
五
年
度
足
立
区

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

《
一
般
の
部
》
　
無
審
査
賞
―
栗
原

町
第
一
都
住
自
治
会
　
優
秀
賞
―
興
野

町
都
公
社
住
宅
B
―
2
　
千
住
公
園
を

愛
す
る
会
　
梅
島
花
壇
　
青
井
団
地
第

三
自
治
会
　
興
野
町
都
公
社
住
宅
C
―
6

(優
良
賞
―
九
団
体
　
努
力
賞
―

十
一
団
体
　
奨
励
賞
―
十
三
団
体
)

《
学
校
の
部
》
　
優
秀
賞
―
千
寿
第
四

小
学
校
　
梅
島
第
二
小
学
校
　
(

優
良

賞
―
四
校
　
努
力
賞
―
四
校
)

交
通
安
全
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

《
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
》
　
優
秀

賞
―
宮
崎
孝
子
　
桜
井
博
之
　
高
野
逸

夫
　
佐
藤
孝
代
　
倉
又
伸
也
　
平
井
良

治
　
瀬
角
美
子
　
田
辺
友
紀
男
　
津
布

久
直
子
　
高
見
雪
恵
　
渡
辺
弘
子
　
山

田
透
　
宮
城
貴
子
　
長
浜
美
枝
子
　
星

慶
一
　
松
島
ひ
と
み
　
菅
原
秀
子
　
斉

藤
恵
　
平
子
寛
　
(
優
良
賞
―
一
八
名

佳
作
―
一
九
名
)

《
作
文
の
部
》
　
優
秀
賞
―
佐
藤
孝

代
　
吉
沢
仁
子
　
高
松
敏
郎
　
川
口
敬

子
　
志
村
信
子
　
(

優
良
賞
―
六
名

佳
作
―
四
名
)

コ ーラスを楽しむお母さんがた

酒
を
飲
ん
だ
ら
ハ
ン
ド
ル
を
握
ら
な
い

酒
酔
い
運
転
は
懲
役
二
年

年
末
・
年
始
に
は
、
車
を
使
う
こ
と

が
ふ
え
、
何
か
と
お
酒
を
飲
む
機
会
も

多
く
な
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
飲

酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
も
、
毎
年
ふ

え
て
い
ま
す
。

警
察
庁
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
故
を

な
く
す
た
め
、
こ
と
し
八
月
二
十
日
か

ら
「
道
路
交
通
法
」
を
改
正
し
、
飲

酒
運
転
の
全
面
禁
止
や
キ
ー
プ
レ
ー
ン
(

現
在
走
っ
て
い
る
車
線
を
、
み
だ
り

に
変
更
し
て
は
い
け
な
い
)
な
ど
の
、

新
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
設
け
ま
し
た
。

こ
の
改
正
で
は
、
酒
を
飲
ん
で
自
動

車
な
ど
を
運
転
し
た
と
き
は
、
酔
っ
て

い
な
く
て
も
一
定
量
(
呼
気
一
㍑
に
つ

い
て
〇
・
二
五
㍉
㌘
)
の
ア
ル
コ
ー
ル

が
検
出
さ
れ
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
罰
せ

ら
れ
ま
す
(
三
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た

は
三
万
円
以
下
の
罰
金
)

。

ま
た
、
運
転
す
る
人
に
酒
な
ど
を
出

し
た
り
、
飲
酒
運
転
を
す
す
め
た
り
し

た
人
も
同
様
に
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

「
チ
ョ
ッ
ト
い
っ
ぱ
い
ぐ
ら
い
」
が

け
っ
き
ょ
く
大
事
故
に
結
び
つ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶

対
に
ハ
ン
ド
ル
を
握
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

加
入し
ま
しょ
う

区
民
交
通
災
害
共
済

区
内
に
住
ん
で
い
る
か
た
な
ら
、
ど

な
た
で
も
手
軽
に
加
入
で
き
る
「
区
民

交
通
災
害
共
済
」
に
お
は
い
り
く
だ
さ

い
。加

入
手
続
き
は
、
区
役
所
か
各
出
張

所
に
備
え
つ
け
て
あ
る
自
動
発
行
機
に

「
掛
金
二
〇
〇
円
」
を
入
れ
、
発
行
さ

れ
た
券
に
住
所
・
氏
名
な
ど
を
記
入
し

半
券
を
自
動
発
行
機
に
い
れ
る
だ
け
で

済
み
ま
す
。

共
済
の
有
効
期
間
は
、
そ
の
日
か
ら

一
年
間
で
す
。

見
舞
金
の
支
給
内
容
は
次
の
と
お
り

死
亡
…
五
十
万
円

全
治
六
か
月
以
上
の
傷
害
…
十
万
円

全
治
三
か
月
以
上
の
傷
害
…
五
万
円

全
治
一
か
月
以
上
の
傷
害
…
二
万
円

全
治
一
週
間
以
上
の
傷
害
…
五
千
円

全
治
一
週
間
未
満
の
傷
害
…
二
千
円

な
お
、
こ
と
し
十
月
三
十
一
日
現
在

の
延
べ
加
入
人
員
は
、
百
六
万
三
百
七

十
七
名
で

、
二
十
三
区
民
に
対
す
る
加

入
割
合
は
、
約
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
。

※
く
わ
し
く
は
、
区
民
課
区
民
係
へ
。

交
通
事
故
相
談
案
内

も
し
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
合

っ
た
り
、
事
故
を
ひ
き
起
こ
し
て
し
ま

っ
た
り
し
た
と
き
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
に
、
次
の
相
談
所
へ
お
い
で
く
だ
さ

い
。
相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

足
立
交
通
相
談
所
　
千
住
一
丁
目
五
〇
(

区
役
所
内
)
　
八
八
一
―
七
四
七
四

日
本
弁
護
士
連
合
会
交
通
事
故
相
談
セ

ン
タ
ー
　
千
代
田
区
霞
ケ
関
一
丁
目
一

―
一
(
日
本
弁
護
士
会
連
合
会
内
)

五
八
〇
―
一
八
九
二

手
術
費
を
助
成
し
ま
す

老
人
性
白
内
障

老
人
性
白
内
障
で
お
困
り
の
お
と
し

よ
り
の
か
た
へ
、
開
眼
手
術
に
必
要
な

費
用
を
助
成
し
ま
す
。
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

◇
対
象
と
な
る
方
　
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
ま
た
は
、
職
場
の
健
康
保
険

の
被
扶
養
者
で
、
原
則
と
し
て
同
居
の

生
計
中
心
者
が
所
得
税
を
課
さ
れ
て
い

な
い
世
帯
の
六
十
五
歳
以
上
の
か
た
。

◇
助
成
さ
れ
る
費
用
の
範
囲
　
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
や
職
場
の
健
康
保

険
で
手
術
を
受
け
た
と
き
の
手
術
前
検

査
料
、
診
療
(
手
術
)
費
、
付
き
添
い

看
護
料
、
移
送
費
の
自
己
負
担
金
(
国

民
健
康
保
険
は
三
割
、
職
場
の
健
康
保

険
は
五
割
)
お
よ
び
特
殊
眼
鏡
代
。

◇
実
施
時
期
　
昭
和
四
十
六
年
一
月
か

ら
実
施
し
ま
す
。(
こ
と
し
の
四
月
一

日
以
降
手
術
を
受
け
た
か
た
も
対
象
と

な
り
ま
す
)

◇
申
込
み
先
　
対
象
と
な
る
か
た
の
お

住
ま
い
の
地
域
を
管
轄
し
て
い
る
福
祉

事
務
所
で
す
。
な
お
、
申
し
込
み
は
、

十
二
月
か
ら
受
付
け
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
へ

。

足
立
福
祉
事
務
所
八
八
八
―
三
一
四
一

中
部
福
祉
事
務
所
八
八
九
―
一
四
八
一

東
部
福
祉
事
務
所
六
〇
五
―
七
一
〇
一

お確かめください

新入学児童の名簿

区
教
育
委
員

会
で
は
、来
年

四
月
に
入
学
す

る
児
童
の
「就

学
者
名
簿
」を

次
の
と
お
り
、

お
見
せ
し
て
い

ま
す
。該
当
す

る
お
子
さ
ん
を

お
持
ち
の
か
た

は
、ぜ
ひ
確
か

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

縦
覧
期
間
　
十
二
月
七
日
(
月
)
～
十

二
日
(
土
)
　

時
間
は
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で
(
土
曜
日
は

正
午
ま
で
)

。

場
所
　
あ
な
た
の
住
む
地
域
を
所
管
す

る
、
区
役
所
の
出
張
所
。

対
象
児
童
　
昭
和
三
十
九
年
四
月
二
日

～
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
の
間
に
生
ま

れ
た
人
。(
十
二
月
一
日
現
在
で
作
成
)

〝
わ
た
し
の
便
利
帳
〟

―

訂

正

と

お

わ

び―

先
に
お
配
り
い
た
し
ま
し
た
「
わ

た
し
の
便
利
帳
」
に
、
つ
ぎ
の
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ま
こ
と
に
恐

れ
入
り
ま
す
が
、
ご
訂
正
の
上
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▼
7
ペ
ー
ジ
　
第
六
出
張
所
の
電
話

「
八
八
一
局
」を
「
八
八
九
局
に
」

▼
8
0ペ
ー
ジ
　「
東
和
健
康
相
談
所
」

を
「
東
和
保
健
相
談
所
」
に

▼
6
7ペ
ー
ジ
　
東
京
都
東
部
住
宅
相

談
コ
ー
ナ
ー
の
電
話
「
五
八
四
局
」

を
「
六
八
四

」
局
に

▼
1
2
6
ぺ
ー
ジ
　
「生
い
た
ち
」の
項

右
段
の
九
行
目
　
「昭
和
8
年
7
　

月
」を
「昭
和
1
8
年
7
月
」に

そ
れ
ぞ
れ
訂
正
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
「
わ
た
し
の
便
利
帳
」

は
配
布
業
者
に
委
託
し
て
お
配
り
い

た
し
ま
し
た
が
、
不
行
届
の
点
は
深

く
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
新
し
く
転

入
さ
れ
た
方
や
ま
だ
お
受
け
取
り
に

な
っ
て
い
な
い
方
は
、
も
よ
り
の
出

張
所
で
差
し
上
げ
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

区
立
図
書
館

休
館
日
の
お
知
ら
せ

区
立
中
央
・
千
住
・
宮
城
・
新
田
の

各
図
書
館
は
、
十
二
月
か
ら
年
末
・
年

始
に
か
け
て
、
次
の
と
お
り
休
館
し
ま

す
。
▼
毎
週
月
曜
日
、
十
二
月
十
五

日
、
二
十
八
日
～
一
月
四
日
ま
で
。

区
立
幼
稚
園
児
募
集
(
第二
次
)

区
立
の
開
屋
・
元
宿
幼
稚
園
で
は
、

先
に
来
年
四
月
に
入
園
す
る
園
児
を
募

集
し
ま
し
た
が
、
定
員
に
少
し
余
裕
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
か
た
は
、

お
申
込
み
下
さ
い
。

募
集
期
間
―
十
二
月
七
日
(
月
)
～
九

日
(
水
)
　

直
接
幼
稚
園
へ

関
屋
幼
稚
園
―
千
住
関
屋
町
一
六
―
一

八
八
八
―
三
五
八
九

元
宿
幼
稚
園
―
千
住
桜
木
一
丁
目
一
六

―
二

　

八
八
二
―
九
四
六
五

区
民
駅
伝
大
会

区
と
区
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

と
お
り
駅
伝
大
会
を
行
な
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
―
昭
和
四
十
六
年
一
月
十
七
日
(

日
)
午
前
八
時
三
〇
分
　
場
所
―

区
営
五
反
野
グ
ラ
ン
ド
(
荒
川
河
川

敷
左
岸
)
　
参
加
資
格
―
区
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
の
か
た
　
チ
ー
ム
編

成
―
一
般
の
部
(
社
会
人
・
大
学
生

・
高
校
の
部
…
監
督
一
名
・
選
手
四

名
・
補
欠
二
名
　
中
学
の
部
(
一
校

二
チ
ー
ム
以
内
)
…
監
督
一
名
・
選

手
八
名
・
補
欠
二
名

申
込
み
先
―
一
月
九
日
(
土
)
正

午
ま
で
に
、
部
別
・
選
手
名
・
住
所

・
年
齢
・
電
話
を
記
入
し
、
直
接
ま

た
は
郵
送
で
次
の
と
こ
ろ
へ
。

足
立
区
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
体

育
係
(
千
住
一
丁
目
五
〇
)

■

生
徒
募
集

都
立
専
修
職
業
訓
練
校

都
立
の
専
修
職
業
訓
練
校
で
は
、

来
年
四
月
入
校
の
生
徒
を
、
次
の
と

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
足
立
】　
機
械
/
自
動
車
整
備
/

テ
レ
ビ
技
術
/
電
気
工
事
/
木
工
/

塗
装
/
ト
レ
ー
ス
/
経
理
事
務
　

【
王
子
】
　
機
械
/
機
械
検
査
/
溶

接
/
め
っ
き
技
術
/
自
動
車
整
備
/

ト
レ
ー
ス

【
江
東
】
　
溶
接
/
電
気
設
備
/
自

動
車
整
備
/
建
築
設
備
/
配
管
/
タ

イ
ル
施
行
/
建
築
製
図
/
広
告
美
術
/

事
務
管
理

【
赤
羽
】
　
精
密
機
械
/
冷
凍
空
調
/

電
気
設
備
/
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
/

和
文
タ
イ
プ

【
江
戸
川
】
　
機
械
/
溶
接
/
機
械

製
図
/
縫
製
/
自
動
車
整
備
/
タ
イ

プ
印
刷
/
ト
レ
ー
ス

申
込
み
締
切
り
―
十
二
月
二
十
六
日

申
込
み
先
―
自
分
の
希
望
す
る
職
業

訓
練
校
、
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所

お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記
へ
。

足
立
専
修
職
業
訓
練
校
(
綾
瀬
五
丁

目
六
―
一
)
　
六
〇
五
―
六
一
四
六

足
立
公
共
職
業
安
定
所
(
千
住
河
原

町
五
―
一
)
　
八
八
二
―
一
二
八
七

愛
の
献
血
に

ご
協
力
を

あ
な
た
の
愛
の
献
血
を
お
願
い
し

ま
す
。
十
二
月
の
巡
回
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。
時
間
は
、
い
ず
れ
も

午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で
。

▽
十
二
月
十
四
日
(
月
)
第
十
二

出
張
所
　
▽
十
六
日
(
水
)
加
平
小

学
校
　
▽
十
九
日
(
土
)
綾
瀬
小
学

校
　
▽
二
十
一
日
(
月
)
第
二
十
出

張
所
　
▽
二
十
五
日
(
金
)
区
役
所

本
庁
舎
　
▽
三
十
日
(
水
)
北
千
住

駅
前
(
西
口
)

■
自
衛
官
募
集

◎
区
役
所
・
各
出
張
所

◎
自
衛
隊
足
立
出
張
所

八
八
一
―
八
〇
九
六

■
区
民
ス
キ
ー
教
室

区
教
育
委
員
会
で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
正
し
い
ス
キ
ー
の
技
術
が

修
得
で
き
る
よ
う
、
区
民
の
た
め
の
ス
キ
ー
教
室
を
開
き
ま
す
。

◇
第
一
次
ス
キ
ー
教
室

日
程
―
昭
和
四
十
六
年
一
月
二
十
二
日
(
金
)
～
二
十
五
日
(
月
)

場
所
―
小
出
ス
キ
ー
場
(
新
潟
県
小
出
町
)

会
費
―
五
五
〇
〇
円
(
国
鉄
急
行
座
席
指
定
料
・
宿
泊
料
・
講
習
料

・
ス
キ
ー
傷
害
保
険
料
を
含
む
)

募
集
定
員
―
一
五
〇
名
(
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
)

参
加
資
格
―
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
(
高
校
生
以
上
)
の
か
た
。

◇
第
二
次
ス
キ
ー
教
室

日
程
―
昭
和
四
十
六
年
二
月
十
九
日
(
金
)
～
二
十
二
日
(
月
)

場
所
―
野
沢
ス
キ
ー
場
(
長
野
県
野
沢
町
)

会
費
―
六
五
〇
〇
円
(
デ
ラ
ッ
ク
ス
バ
ス
代
・
宿
泊
費
・
講
習
料
・

ス
キ
ー
傷
害
保
険
料
)

募
集
定
員
―
一
二
〇
名
(
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
)

参
加
資
格
―
区
内
在
住
、
在
勤
・
在
学
(
高
校
生
以
上
)
の
か
た

◎
申
込
み
方
法
―
第
一
次
・
第
二
次
と
も
、
申
込
み
書
に
会
費
を
添

え
て
直
接
「
区
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
係
」
へ
。

※
借
ス
キ
ー
・
靴
…
一
日
分
(
小
出
五
〇
〇
円
)
・
(
野
沢
六
〇
〇
円
)

■ 12月28日( 月) が納期限です… … 個定資産税第三期分　 ※ もらいましょう渡しましょう「公給領収証」


